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【 総合体育大会及びコンクール 】  

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

昨年度を上まわる猛暑が続くなか、3 年生にとっては集大成となる最後の総合体育大会・コンクールが
実施されました。これまでの練習の成果を発揮できた場面も、悔しい思いをした場面もあったのではないで
しょうか。3 年生を中心に一生懸命取り組んでいる姿はとても素晴らしかったです。夏休みからは新チーム
での活動がスタートし、今度は 2 年生が部活動の中心となって秋の新人大会に向けて練習に取り組んで
いるところです。3 年生は気持ちを切り替えて、進路決定に向けて日々勉強に励んでいます。 

 
 
 
 
 
 
 

学校ＨＰ 

左から 

陸上競技部 ３年 髙木健吾さん 関東大会出場 

水泳部     ３年 菊地柊吾さん 全国大会出場 

           ２年 石塚琉夏さん 関東大会出場 

           ２年 加藤咲希さん 関東大会出場 

           ３年 丸山星南さん 関東大会出場 



【 生徒集会 】 ９月８日 

 今回は、折り鶴平和使節団（８月４日から６日）や、成田市中学生議会（８月 20 日）の報告がありました。

また、選挙管理委員や歌声委員、合唱コンクール実行委員、生徒会長の話など盛りだくさんでしたが、よく

準備された発表が多く、全体的に聞く態度も素晴らしかったです。 

 

 

 

 

 

 

【 印旛郡中学校英語発表会 】 ９月 10 日 
  スピーチ部門で３年 F 組の清水美妃さんが参加しました。実際はすべて英語ですが、素晴らしい内容で
したので、一部抜粋になりますが、スピーチ原稿を日本語訳で紹介させていただきます。 
テーマ『School Lunch: More Than Just Food（学校給食：食べるだけではない大切なもの）』 

私の学校では、近くで調理された食事が教室まで温かいまま届けられます。でも、私のような学校は珍

しいと知って驚きました。日本の中学校の約 24％、小学校の約 44％しか、校内に調理室がないそうで

す。毎日温かくておいしい給食が当たり前だと思っていたけれど、実は特別なことだったのですね。 

私は給食がどうやって計画されているのか気になって、栄養士の一鍬田先生にインタビューしました。

先生は 2 か月前からメニューを考えていて、６つの基本食品群のバランスをとりながら、地元の食材を

使うようにしているそうです。これによって、私たちが地域とのつながりを感じられるように願っている

そうです。最近では、異常気象や物価の高騰で米の価格が 2 倍になり、「令和の米騒動」とまで呼ばれま

した。でも、地元の農家さんたちは不作の年でも学校に米を優先的に提供してくれました。こうしたこと

を知って、給食にはたくさんの思いや努力が込められていることに気づきました。給食は、私たちが健康

に育ち、学校生活を楽しむための大切な支えです。 

あと 6 か月で、私は大好きな学校給食とお別れです。少し寂しいけれど、残りの給食を一回一回大切

に味わって、作ってくれている人たちに感謝したいと思います。 

【 連絡 】 

（１） １０／１０（金）、合唱コンクールは成田文化会館で実施します。保護者の方は２階席での 

観覧が可能ですが、お子様の学年が発表するタイミング（午前：１・２年生、午後：３年生） 

に合わせて、入れ替えを行うようお願いいたします。 

（２） １０／１９（日）、第３回 PTA 環境美化作業を実施します。 

（３） １０／２９（水）、第４回家庭教育学級（高校訪問）を実施します。今回は「成田国際高校、 

成田高校、成田西陵高校、東京学館高校」の順で 4 校訪問する予定です。 

（４） １１／２０（木）に青少年劇場（落語鑑賞）を午後の日程で実施します。体育館フロアは生徒の座席とします

が、保護者の方で希望があれば体育館ギャラリーからの観覧も可能とする予定です。ただし、保護者の撮影

はできないことと、場合によっては立ち見となりますのでご了承ください。 

＊（２）～（４）については、追って「すぐーる」にて連絡します。 

 


